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画
の
動
画
化
と
い
う
課
題
に
迫
っ
て
お
り
、
と
も
に
視
覚
の
近
代
化
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

第
四
部
は
、
第
八
章
・
西
本
郁
子
「
過
労
死
、
ま
た
は
過
労
史
に
つ

い
て
」
、
第
九
章
・
北
澤
一
利
「
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
日
本
人
の
心
」
、
第

一
○
章
・
榑
沼
範
久
「
〈
人
間
化
〉
か
ら
〈
動
物
化
〉
へ
Ｉ
舞
踏
家
・

土
方
巽
の
〈
肉
体
の
反
乱
〉
」
の
三
章
か
ら
な
り
、
労
働
、
栄
養
、
舞
踏

と
肉
体
と
い
う
視
点
か
ら
近
代
化
す
る
社
会
の
断
面
を
穿
鑿
し
て
い
く
。

第
五
部
は
、
第
二
章
・
北
中
淳
子
「
鶴
の
病
」
、
第
一
二
章
・
栗
山

茂
久
「
ス
ト
レ
ス
の
謎
と
刺
激
革
命
」
の
二
章
か
ら
な
り
、
近
代
社
会
に

お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
西
洋
近
代
化
の
問
題
を
俎
上
に
の
せ
て
い
る
。

本
書
が
転
換
期
日
本
社
会
の
近
代
化
過
程
を
身
体
の
「
感
覚
」
の
変

化
と
そ
の
前
時
代
的
残
映
を
「
近
代
医
療
」
「
身
体
美
」
「
視
覚
」
「
身

体
化
」
「
こ
こ
ろ
」
の
五
つ
の
切
片
か
ら
描
出
し
た
試
み
は
斬
新
で
あ

り
、
か
つ
近
代
日
本
医
史
学
に
と
っ
て
も
大
い
に
示
唆
に
富
む
。
こ
れ

は
主
に
編
者
に
よ
る
問
題
設
定
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
こ
の
編
者
ら
が
提
起
し
た
観
点
は
、
一
見
、
思
想
や
認
識
と
い
う

「
上
部
構
造
」
の
変
化
は
、
感
覚
や
体
験
と
い
う
「
下
部
構
造
」
の
変

容
を
抜
き
に
し
て
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
図
ら
ず
も
実
証
し
て
い
る
。

ま
さ
に
「
意
識
が
そ
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
存
在
が
意
識

を
規
定
す
る
」
か
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
個
々
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
は
そ
の
よ
う
な
陳
腐
な
唯
物
論
的
把
握
を
飛
越
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
の
身
体
に
刻
ま
れ
た
文
化
と
社
会
を
リ
ア
ル

に
照
射
し
て
い
る
。
そ
こ
に
本
書
が
歴
史
的
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
優
れ
て
今
日
的
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
編
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
歴
史
的
検
討
の
成
果
と
し
て
本
書
を
み
た
と
き
、
「
近
代
日

本
」
と
い
う
時
代
の
射
程
や
論
証
に
用
い
ら
れ
て
い
る
史
・
資
料
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
に
個
々
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
間
で
扱
い
方
に
差
異
が
見

ら
れ
た
点
も
あ
る
。
ま
た
、
「
感
覚
」
の
概
念
の
認
識
次
元
に
お
い
て

も
同
様
の
差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
本
書
の
特
徴
と
み

る
か
、
今
後
の
課
題
と
み
る
か
は
読
者
に
判
断
を
委
ね
た
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
が
な
い
。

（
瀧
澤
利
行
）

〔
胄
弓
社
、
東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
三
’
三
’
四
、
電
話
○
三
’
三

二
六
五
’
八
五
四
八
、
二
○
○
四
年
八
月
、
四
六
判
、
四
二
六
頁
、
本

体
三
○
○
○
円
〕

標
題
の
本
書
全
四
○
巻
が
本
年
三
月
、
武
田
科
学
振
興
財
団
よ
り

一
冊
本
と
し
て
縮
刷
影
印
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
小
曽
戸
洋
氏
に
よ
る

詳
細
な
書
誌
解
説
と
本
書
の
引
用
書
名
索
引
、
お
よ
び
参
考
と
し
て

「
証
類
本
草
」
引
用
書
名
索
引
も
後
付
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
本
書
に

影
印
さ
れ
た
宋
版
「
備
急
総
効
方
」
の
原
本
は
武
田
科
学
振
興
財
団

杏
雨
書
屋
の
所
蔵
で
あ
る
。

杏
雨
書
屋
を
斯
界
で
知
ら
ぬ
人
は
な
か
ろ
う
が
、
所
蔵
の
古
医
籍

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編

「
宋
版
備
急
総
効
方
』
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は
質
量
と
も
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
で
屈
指
と
い
っ
て
い
い
。
医
薬

関
連
以
外
の
貴
重
害
・
善
本
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
全
体
は
「
杏
雨

書
屋
蔵
書
目
録
』
（
一
九
八
三
で
よ
く
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
武
田
科

学
振
興
財
団
は
杏
雨
耆
屋
関
連
書
と
し
て
、
「
新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書

影
』
（
一
九
八
五
）
、
渡
辺
幸
三
「
本
草
書
の
研
究
」
（
一
九
八
七
）
、

「
杏
雨
書
屋
図
録
」
（
一
九
九
八
）
、
森
鹿
三
「
本
草
学
研
究
」
二
九

九
九
）
、
「
零
本
新
修
本
草
巻
十
五
（
影
印
匡
（
二
○
○
○
）
、
『
宝
要

抄
（
影
印
こ
（
二
○
○
二
）
、
「
繍
像
食
物
本
草
（
影
印
）
」
（
二
○
○

三
）
、
「
重
要
文
化
財
穀
類
抄
（
影
印
匡
（
二
○
○
四
）
、
内
林
政
夫

「
生
薬
・
薬
用
植
物
語
源
集
成
」
（
二
○
○
四
を
陸
続
と
刊
行
し
て

き
た
。
本
書
は
そ
の
最
新
出
版
物
で
あ
る
。
同
書
屋
は
紀
要
「
杏
雨
」

も
一
九
九
八
年
か
ら
毎
年
一
回
発
行
し
て
お
り
、
二
○
○
五
年
に
は

第
八
号
お
よ
び
増
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
。

さ
て
当
耆
は
「
宋
版
備
急
総
効
方
』
と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

約
八
五
○
年
前
の
中
国
・
宋
代
に
刊
行
さ
れ
た
医
書
で
あ
る
。
む
ろ

ん
印
刷
術
は
中
国
の
発
明
で
、
刊
年
が
明
ら
か
な
印
刷
書
で
は
大
英

図
書
館
に
あ
る
敦
埠
将
来
の
「
金
剛
経
』
（
唐
代
八
六
八
年
）
が
現
存

最
古
で
、
世
界
の
至
宝
と
さ
れ
る
ｃ
書
物
の
印
刷
が
国
家
的
に
本
格

化
す
る
の
は
北
宋
の
十
世
紀
か
ら
だ
が
、
そ
う
多
く
現
存
す
る
訳
で

も
な
く
、
南
宋
版
を
含
め
た
宋
版
は
当
然
な
が
ら
国
宝
ク
ラ
ス
と
な

る
。
そ
し
て
中
国
以
外
で
宋
版
が
一
番
多
い
の
は
日
本
で
、
お
よ
そ

大
陸
・
台
湾
各
々
の
蔵
書
と
比
肩
さ
れ
る
。
医
薬
書
に
つ
い
て
も
宋

版
の
現
存
状
況
は
同
じ
。
当
害
が
詳
細
な
研
究
の
上
で
出
版
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
日
本
所
蔵
の
宋
版
に
新
た
な
光
が
あ
て
ら
れ
、
一
頁

が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
下
は
小
曽
戸
氏
の
解
説
か
ら
紹
介
す
る
が
、
こ
の
「
備
急
総
効

方
』
は
宋
版
と
い
う
以
外
に
も
、
貴
重
視
な
い
し
珍
奇
と
さ
れ
る
べ

き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
第
一
は
天
下
無
二
の
孤
本
と
い
う
こ

と
。
た
と
え
ば
「
千
金
方
」
の
宋
版
は
何
種
・
何
点
か
現
伝
す
る
し
、

そ
の
模
写
も
あ
れ
ば
、
明
清
版
や
和
刻
版
の
現
存
点
数
は
無
数
と
い

っ
て
い
い
と
こ
ろ
が
本
書
は
南
宋
の
二
五
四
年
に
序
刊
さ
れ
た

の
が
唯
一
で
、
の
ち
復
刻
も
模
写
も
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
し

て
二
五
四
年
序
刊
本
の
う
ち
、
世
界
に
杏
雨
書
屋
の
一
点
だ
け
が

現
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
の
研
究
は
従
来
皆
無
だ
っ
た
。

第
二
は
小
曽
戸
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
本
書
の
成
立
経
緯

と
価
値
で
あ
る
。
編
者
の
李
朝
正
は
進
士
に
登
っ
た
官
僚
だ
が
、
宋

の
「
証
類
本
草
」
に
簡
便
な
著
効
処
方
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

し
か
し
「
証
類
」
は
そ
う
し
た
処
方
を
薬
味
別
に
載
せ
る
た
め
、
臨

床
の
使
用
に
不
便
。
そ
こ
で
「
証
類
』
お
よ
び
他
の
医
方
書
か
ら
抜

粋
し
た
簡
便
方
を
出
典
も
明
記
し
、
病
門
別
に
分
類
・
編
募
し
た
の

が
本
書
で
あ
る
。
小
曽
戸
氏
が
所
引
耆
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
「
証
類
」

か
ら
の
間
接
引
用
以
外
に
、
す
で
に
亡
供
し
て
い
る
唐
代
・
宋
代
の

医
方
書
か
ら
多
数
の
供
文
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
史
料
価

値
も
高
い
た
め
、
今
回
の
出
版
で
は
本
書
と
「
証
類
」
の
引
用
書
名

索
引
を
各
々
後
付
し
て
い
る
。
周
到
な
配
慮
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
拙
い
知
見
を
付
記
す
る
と
、
「
証
類
」
や
「
本
草
綱
目
』
か
ら

簡
便
方
を
抜
粋
し
た
医
方
書
は
後
世
少
な
く
な
い
が
、
ど
う
も
本
耆

は
そ
の
噴
矢
ら
し
い
。
現
存
す
る
二
番
目
は
台
北
・
故
宮
博
物
院
に
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あ
る
『
本
草
集
方
」
だ
ろ
う
。
こ
の
書
も
「
証
類
」
に
基
づ
き
、
や

は
り
天
下
無
二
の
孤
本
。
か
つ
序
賊
も
刊
記
も
識
語
も
な
い
た
め
従

来
、
宋
版
と
も
金
版
と
も
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
台
北
・
故

宮
の
呉
壁
雍
氏
が
蒙
古
・
元
間
の
蜀
版
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で

『
備
急
総
効
方
』
と
簡
単
に
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
両
耆
は
同
工
異

曲
で
あ
り
、
内
容
・
版
式
と
も
に
直
接
の
関
連
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
「
本
草
集
方
』
は
引
用
出
典
を
記
さ
ず
、
存
八
巻
の
残
欠

本
で
あ
る
点
か
ら
も
『
備
急
総
効
方
』
に
は
及
ば
な
い
。

第
三
は
本
書
の
摩
訶
不
思
議
さ
で
、
小
曽
戸
氏
が
繧
々
解
説
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
書
の
書
名
部
分
が
八
一
箇
所
に
わ
た
り
、
極

め
て
巧
妙
に
「
備
急
総
効
方
」
か
ら
「
備
全
総
効
方
‐
｜
に
改
変
さ
れ

て
い
た
点
。
し
か
も
巻
一
の
第
一
～
一
四
葉
だ
け
は
近
代
の
精
綴
な

補
刻
で
、
そ
の
巻
頭
で
も
「
備
全
総
効
方
」
の
書
名
で
彫
ら
れ
て
い

防
宋
版
を
本
物
の
宋
版
に
偽
る
各
種
握
造
は
す
で
に
明
代
か
ら
横

行
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
痕
跡
が
遣
る
書
は
北
京
・
故
宮
の
旧
蔵
本
中

に
す
ら
少
な
く
な
い
。
し
か
し
本
物
の
宋
版
医
書
に
近
代
さ
ら
に
改

霞
を
加
え
た
例
は
、
管
見
の
範
囲
で
本
書
が
最
初
だ
っ
た
。
台
湾
国

家
図
書
館
所
蔵
の
宋
版
「
新
大
成
医
方
』
は
、
「
厳
氏
済
生
方
」
本
文

の
宋
刻
版
木
と
「
厳
氏
済
生
続
方
」
序
文
の
宋
刻
版
木
を
用
い
、
書

名
・
著
者
名
の
み
埋
め
木
で
提
造
し
た
元
代
の
印
本
と
い
う
例
も
あ

る
に
は
あ
る
が
。
な
お
「
備
封
総
効
方
」
に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
記
の

一
部
も
丹
念
に
削
り
取
ら
れ
て
お
り
、
同
類
の
作
為
は
各
地
の
蔵
書

で
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
伝
承
経
緯
の
一
部
を
隠
蔽

補
刻
で
、
そ

る
点
で
あ
る
（

し
、
ま
た
高
価
に
売
却
す
る
た
め
が
要
因
と
も
思
わ
れ
、
想
像
力
を

か
き
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
。

と
も
あ
れ
貴
重
な
宋
版
の
「
備
急
総
効
方
」
全
巻
が
美
し
く
影
印

さ
れ
、
一
冊
の
縮
刷
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は

容
易
に
研
究
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
日
届
い
た
「
中
華
医

史
雑
誌
」
最
新
号
の
巻
頭
論
文
に
は
、
小
曽
戸
氏
に
よ
る
本
書
の
研

究
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
価
値
が
故
国
で
も
認
知
さ
れ
た
慶
事

と
い
え
よ
う
。
斯
界
の
一
学
徒
と
し
て
、
当
耆
の
出
版
を
英
断
さ
れ

た
武
田
科
学
振
興
財
団
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
真
柳
誠
）

本
書
は
弓
胃
野
島
函
厨
曰
曼
呉
普
侭
①
ミ
ニ
九
六
二
の
翻
訳

害
で
あ
る
。
訳
者
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
「
（
表
題
を
初
期
史
と
し

な
か
っ
た
の
は
）
智
『
鴨
ｑ
と
い
う
英
語
の
原
義
は
手
術
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
本
書
で
著
者
が
い
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
外
科
学
と
い
う

学
問
の
歴
史
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
る
。

し
か
し
、
丹
念
に
読
ん
で
み
て
の
感
想
は
、
や
は
り
副
題
に
で
も

「
近
代
以
前
の
」
と
い
う
注
釈
が
あ
っ
た
方
が
、
読
者
あ
る
い
は
店
頭

〔
武
田
科
学
振
興
財
団
大
阪
市
淀
川
区
十
三
本
町
二
’
一
七
’
八
五

Ａ
四
判
総
五
七
四
頁
二
○
○
五
年
三
月
九
日
発
行
〕

Ｗ
・
Ｊ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
著
、
川
満
富
裕

「
外
科
の
歴
史
」

訳


